
平成 22 年度町村議会表彰審査方針 

 

今日の町村は、平成の大合併が一段落したものの、地域経済の衰退、少子・高齢

化や過疎化などに直面し、以前に増して難しい舵取りを迫られており、議会は住民と

協力し、その先頭に立って諸問題の解決に一層の努力を傾注することが期待されて

いる。 

このような状況の中、近年、議会の使命をはっきりと位置づけた議会基本条例の制

定や住民の声を直接聴くための住民懇談会・議会報告会の開催、議員同士の自由討

議や「通年議会」の実施等、議会の活性化に積極的に取り組む町村議会が見受けら

れるようになった。 

一方、去る６月２２日に閣議決定された「地域主権戦略大綱」においては、義務付

け・枠付けの見直しと条例制定権の拡大を進めることとされ、また、総務省に設置され

た「地方行財政検討会議」においては、地方自治法の抜本的な見直しの案を取りまと

めるための検討が進められるなど、地方議会の機能強化や自由度の拡大について幅

広い議論が行われている。 

町村議会として住民の信頼と期待に応え、議会本来の機能を十分に発揮するため

には、先進的な議会活性化実践例など他町村の取組みを参考に、一層の自己研鑽

に努める必要がある。 

平成２２年度町村議会表彰の審査にあたっては、このような観点で、下記により実施

するものとする。 

 

記 

 

 町村議会の活動を「政策づくりと監視機能を十分発揮している議会」、「住民に開か

れた議会」、「先駆的な取組みをした議会」の項目により、審査することとする。 

 

１  「政策づくりと監視機能を十分発揮している議会」とは、次に掲げる事例のよう 

な活動を活発に実施している議会をいう。 

・ 条例制定権を積極的に行使している 

     ・ 条例により議決事件を追加し、政策立案・チェック機能を発揮している 

・ 意見書提出権を積極的に活用している 

・ 議員同士の自由な討議が行われている 

・ 会議や委員会が弾力的に開催できるようにしている（例 通年議会等） 

・ 議事の内容を深めるため、公聴会や参考人制度を活用している 

・ 外部の専門的知見を活用するなど積極的に調査・研究を行っている 

・ 専門分野に関する研修を積極的に行っている 

・ 議会事務局職員の専門性の向上を図っている 

・ 議会、議員活動に必要な資料や情報が集積され、各種調査報告書等の閲 

覧や検索ができる議会図書室を整備している 

 



 

２  「住民に開かれた議会」とは、次に掲げる事例のような活動を積極的に展開し

ている議会をいう。 

・ 住民懇談会、議会報告会を実施するなど住民と直接対話する機会を設けて

いる 

・ 休日や夜間に議会を開くなど住民が議会に足を運べる機会を増やす努力 

をしている 

・ 子ども議会や女性議会など模擬議会を開催し、住民の議会への関心を高 

める努力をしている 

・ 高齢者や障害者をはじめ誰もが傍聴しやすいように議場（議会棟）のバリア 

フリー化を図っている 

・ 議会の日程や一般質問の内容を事前に広報するなど住民の議会への関心 

を高める方策を講じている 

・ 議会のホームページを開設し、議会広報や会議録、議案に対する議員の賛 

否等を掲載するなど議会情報の積極的公開に努めている 

・ 議場の型を工夫するなど傍聴者に対し議事を聞きやすくするような配慮をし 

て いる  

・ 議会広報への編集等に議員自らが参画するなど責任ある広報を心がけ、内 

容についても住民に分かりやすく伝える工夫をしている 

   ・ インターネットや CATV 等を利用して本会議や委員会を実況中継するなど 

     全ての住民に議会の状況が分かるようにしている 

 

 

３  「先駆的な取組みをした議会」とは、議会の活性化のために他に例をみない取

組みをした議会をいう。 
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